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祉
交
即
日
、
八・八(〕

諸
消
費
物

さ一・九五

旅
行
管

さ一・
0

六

-Eコ熱
校

五五・六五

0

・八家
具
賢

一ご品・。。

-
Cコ

開
問
珂
礎
資

一四六・。一品

品
二
一
。

宮司

ヤ ~!l!.
〆、活，.'
Cコツド

最
後
の
二
費
用
を
臨
時
の
も
の
と
し
て
除
外
す
る
と
七
七
六
・
五
四
マ
ル
ク
と
な
る
o
食
事
は
内
容
と
し
て
突
の
如
き
も
の
を
と
る
?

ミ
ル
ク
ス
ソ
ペ

一
、
朝
牛
乳
汁
、
訓
緋
、
白
バ

y
o

旬
刊

υ
・nv

二
、
帥
労
働
す
る
日
の
小
幸
一
4
3
1
2匂
め
る
蜂
蜜
、
漬
物
、
バ
タ
I
、
チ
ー
ズ
等
。

ス
フ
ペ

λ

5

1

一
ニ
、
宍
汁
(
素
麹
、
米
、
馬
鈴
慈
、
サ
ゴ
、
ス
テ
ル
V
J

、
国
粉
、
割
姿
、
燕
家
一
片
品
以
寸
入
る
)
肉
、

ヴ
ウ
エ
ョ
ι
f
d

ノユ
J

ス

ラ
ダ
、
李
ジ
ャ
ム
、
伽
珠
等
。

問、

b
O
A
γ

つ
黒
バ
y

、
果
汁
又
は
伽
排
、
チ
ー
ズ
、
パ
タ
I
、
勝
誌
、
焼
腿
仙
寺
。

五
、
夜
食
牛
乳
汁
、
白
パ

ν
、
応
鈴
芽
、
李
来
菓
子
、
力
、
ォ
、
瑚
緋
、
漬
物
、
腸
詰
等
。

食
物
は
山
単
純
で
あ
る
が
充
分
に
喰
は
せ
る
。
之
の
費
用
は

毛主

プ可Z

'"矛u

人工石3粉
ク

H

豚

内

柏

山

内

Hd

〔
二
頭
生
体
)
(
一
頭
)

個

キ

ロ

キ

ロ

ニ
ニ
九
九
六
(
〕
六
四
五

一
三
九
・
九
口
六
六
五
・
D

O

Z

0

・0
0

7 
三六イ

?売基F
Cとらキ粉

n 

類

要与

{江主主

b
A川

J
品川
1

3't. 
5且
ベニ2

さき1乳
タ

4二

互主 一一
甲子径:
23孟キ
ロ

パ
)
J

ケ

1
今
、

E- J.!5 
p 九鈴
ニ豆三 五五
Cコ ζコ" 0由

ロ

立ヨ

ヤ 乾
Q 回 JV.
L..J ;;f"Lo;l号...，、

¥J 

町
内
鈴
前
者
、
漬
物
、
サ

タ~\ii
'? q:j 
0 宍リ剤
Cコ Cコ1 ・B刈

タ

山
寺
を
主
た
る
も
の
と
し
全
債
格
は
自
給
日
間
二
、
四
六
五
・
一
マ
ル
ク
で
外
に
現
金
支
出
六
七
七
・
四
二
マ
ル
ク
で
大
部
分
が
自
給
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。

81 

此
経
管
の
牧
盆
関
係
は
左
の
如
く
で
あ
る
ο

二
例
の
民
家
終
決
調
査
例
示
特
に
其
の
家
族
の
附
労
働
に
就
て

A 



二
個
の
農
家
経
済
調
査
例
示
特
に
共
の
家
族
の
帆
労
働
に
就
て

/¥. 

82 

経
管
綿
牝
入

マ
戸
ク

一
O
、
八
一

0
・六

O

内
需

終
答
現
金
枚
入
及
預
金
構

家
計
の
牧
入

経
管
綿
支
出

内
課

家
計
に
供
給
し
れ
る
会
料
の
見
積

定
傭
人
の
家
事
勢
働
見
積

家
旋
住
府
の
家
間
以
凡
北
側

九
二
二
三
一
・
四
三

終
替
現
金
支
出
及
負
債
増

七
、
九
七
一
・
四
一
一
一

六
六
・
五
O

二
、
一
二
大
・
四
大

一一一

O
六
・
二
一

二
五

0
・0
0

五、

O
九
四
・

O
ニ

家

事

支

出

七

九

0
・
一
五

農

場

財

摩

滅

的

見

積

一

、

一

O
五
・
四
六

家
校
崎
労
働
の
賃
銀
見
積
二
、
一
一
一
四
了
八

O

盆
(
制
服
問
一
四
伽
仙
川
見
)
一
白
七
九
・
一
七

経
管
牧
入
の
主
な
る
も
の

純

グ共殺豚Jl巴民

兵 腿2
1 他物 牛乳
続
子

外
に
短
期
貸
出
の
利
子
牧
入
が
あ
る
D

五
九
四
・

O
六

八
七

0

・。。

一
、
九
九
九
・
一
ニ

O

六
七
四
・

O
五

三
一
六
・
六
八

一
八

0
・0
0

即
ち
豚
が
最
大
の
牧
入
を
泉
け
て
居
る
の
で
牧
盆
も
大
で
あ
る
。



秘乳豚小

姿

J7

姿

燕

多

大

木

骨

盤
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褒
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家
十
品
川
ピ
1
ト
『

馬

鈴

薯

グ

ロ

パ

1

刈

草

地
計 イ

産牛私

産

の

牧

量

面
積
町

一
、
一
二
八

o、
七
七

二
、
七
二

o、八
O

。
、
七

。
、
五
八

一
、
九
一

五
、
九
二

一
四
、
一
二
九

牧

入

二
、
九
五
二
・

0
0

二
、
二
ハ
九
・
九
二

六
、
四
五
四
・
同
八

子
賀
町
山
町
同
酬
明

一二四

六三四一一一ニ

モQ月八有司て
o 00託七三九

支

出

一
、
六
七

0
・八一

一
、
一
一
一
五
六
・
一

O

問
、
三
七
七
・
六
八

h
A
A
，

IL' 

ふ
仇
判
明
小

一二四三

δ五 O 四
AA  
o 0 

N
 

二
九
、
六

一
二
、
七

二
九
、
五

二

O
、問

一一一七、二

純

益

一
、
二
八
一
・
一
九

八
一
一
ニ
・
八
二

二、

O
七
六
・
八

O

方主

仰

pr町蛍
庖

)

K
O
 

六
五
、
九

五
一
、
九

七
二
、
二

同
一
二
ニ

p
o
 

一ニ五、

O

二
九
、
二

二
五
、
丸

一
七
、
九

一
三
一
、
四

二
一
、
五

成
男
換
算

町
常
努
働

二
八
三
五
二
七
、
五

二
九
、
五

一O
三

八
五一七

二
問
、
七

労
働
日
教
は
一
年
三
六
五
日
中
、
諸
休
日
も
あ
る
か
ら
三

O
O
M
W働
日
が
可
能
の
最
大
で
あ
ら
う
。
前
記
家
族
の
内
叔
父
は
建
中

で
死
し
長
男
は
外
で
働
い
て
居
た
o

日
傭
賃
持
働
者
は
六
八
日
し
か
用
ひ
な
か
っ
た
。
之
を
控
除
し
て
延
日
数
と
し
て
下
の
如
く
で

あ
る
。
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四間
三場

林
竺内

fち

ニ地
主内

阪
会

一二六一

共
他
程
内
品
上

=五

二
例
の
農
家
終
済
調
査
例
示
特
に
共
の
家
族
の
努
働
に
就
て

出

国稼

七
六
、
同

六
七
、
八

家
事
一
九
回
(
女
子
時
間
二
九
回
ニ
)

=ιv  
ノ、.山

-'" 
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二
例
の
食
家
総
済
調
査
例
一
不
特
に
共
の
家
族
の
努
働
に
就
て

84 

其
の
分
布
航
態
は
固
の
如
く
で
あ
る
。

-) 間(附
i市

言日

新
る
調
査
の
欠
貼
は
一
年
の
結
果
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
で
あ
っ
て
宜
際
農
家
の
賦
態
は
五
年
以
上
の
一
平
均
で
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
余
も

番付命

IOdj 

ω〉ーでLマ斗ぺ，-，^~士山、/、
rJ~'『二、 J二三三ニ二ーでよ二ヘニーごとここコユと、 J

抑制(3J!f~奇7

(1fIo.Oj) 
( a:<.{，n年sj.t%
( gν~~o.q) 

銀PP
主争;活'イノ語

A 
四

惣ふ也

;w(';2~1ι? 労ゅう

止盆呈丘泣

いJ 一一(

二
回
簿
記
調
査
に
従
年
し
た
が
二
回
共
不
作
に
遭
遇
し
て
忠
は
し
い
結
果
を
得
な
か
っ
た
、
大
仕
掛
に
機
鏑
的
に
や
ら
ぬ
と
す
る
と

檎
績
と
累
積
で
あ
ら
う
。

幸
運
h
q
宛
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
結
局
聴
取
に
た
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
然
し
確
買
な
こ
と
は
年
々
の
か
L
る
調
査
の



一一、
北
海
道
野
付
牛
町
一
農
家
経
済
の
調
査

本
調
査
は
大
正
十
五
年
四
月
か
ら
昭
和
三
年
三
月
迄
満
三
ナ
年
間
行
ふ
た
。
篤
農
家
ぞ
選
び
簿
記
ぞ
つ
け
て
貰
ふ
た
の
で
あ
る
o

其
方
法
は
、
前
掲
猫
逸
の
調
査
程
正
確
で
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
記
入
は
正
確
で
あ
っ
た
と
忠
ふ
。
不
正
確
な
拡
が
あ
る
と
せ
ば
、

簿
記
設
計
の
不
備
l
i例
へ
ば
作
業
を
時
間
坦
単
位
そ
以
て
せ
守
日
単
位
と
し
た
こ
と
‘
財
産
調
査
ぞ
年
々
行
は
な
か
っ
た
こ
と
の
如

き
i
l
tに
よ
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
就
て
は
、
官
時
北
栴
道
農
事
試
験
揚
北
見
支
揚
布
勤
北
栴
謹
聴
技
手
(
現
在
満
錨
公
主
嶺
農

事
試
験
揚
十
代
勤
)
農
路
一
士
池
田
一
郎
氏
、
野
付
午
町
農
舎
技
手
伊
藤
清
吉
氏
等
を
煩
し
た
こ
と
が
多
く
、
向
計
算
に
就
て
は
、
品
目
同
時

現
在
山
形
肱
新
庄
農
林
省
積
雲
地
方
経
画
調
査
所
在
勤
の
石
田
晋
氏
及
び
現
花
北
海
道
鹿
技
手
幅
阿
武

二
氏
を
煩
し
た
。

北
大
農
皐
部
圏
一
・
生
た
り
し
‘

85 

三次長長委主 Jま
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昭
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四
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三
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柑
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合
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二
個
の
農
家
経
済
調
査
例
示
特
に
共
の
家
族
の
勢
働
に
就
て
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二
伺
の
民
家
終
決
制
査
例
一
不
特
に
共
の
家
族
の
崎
労
働
に
就
て
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経
管
資
本
は
七
千
凶
査
か
ら
一
万
闘
査
に
増
加
し
た
、
即
ち
三
千
図
冶
冷
し
て
居
る
。
之
は
主
と
し
て
大
正
十
五
年
に
畑
冶
浩
田
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一ス
0
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し
た
こ
と
に
よ
る
培
-
債
で
あ
る
。

経
営
の
方
法

稲
作
並
畑
作
、
家
者
ハ
馬
綿
羊
並
乳
牛
)
倒
養

作
物
の
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及
耕
種
法
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四五貰
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革
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俵
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俵

(

ニ
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)俵

家
畜
と
し
て
は
大
正
十
五
年
に
は
局
・
牛
・
綿
羊
を
伺
ふ
て
居
た
が
、
後
綿
羊
を
慶
し
叉
牛
の
死
に
遭
ひ
、

一
時
馬
の
み
で
あ
っ

ニ
倒
の
農
家
経
済
調
査
例
一
不
特
に
骨
子
、
の
家
族
の
努
働
に
就
て
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ニ
例
の
良
家
終
決
調
査
例
一
部
特
に
其
の
家
族
の
必
働
に
就
て

A 
A 

88 

大
。

(
此
地
方
一
般
に
小
農
家
で
一
度
純
平
倒
養
が
行
は
れ
大
が
其
牧
盆
少
く
煩
し
い
矯
め
か
漸
吠
陵
せ
ら
れ
，
二
三
の
者
が
其
綿

羊
ゆ
佐
賀
集
め
百
頭
以
上
の
大
規
模
何
養
を
試
む
る
に
至
っ
た
。
昭
和
七
年
綿
羊
研
究
に
満
洲
に
渡
り
、
匪
族
の
汽
車
襲
撃
に
倒
れ
た

山
田
と
云
ふ
人
は
其
大
倒
羊
家
の
一
人
で
あ
る
0
)

昭
和
三
年
に
至
っ
て
乳
牛
そ
倒
ひ
始
め
、
附
近
に
集
閣
が
所
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

高
僚
に
牛
乳
ゆ
佐
賀
れ
る
の
で
経
営
を
盆
す
る
こ
と
多
心
人
と
な
り
.
牛
の
頭
数
砂
で
増
加
し
て
之
に
重
合
を
置
く
様
に
な
っ
た
。
稲
作
の

み
で
は
多
什
倒
料
の
供
給
を
得
な
い
が
畑
に
倒
料
作
物
を
作
っ
て
居
る
の
は
有
利
で
あ
る
o

特
に
最
近
(
昭
和
六
、
七
年
)
の
不
作

の
際
に
之
に
よ
り
て
盆
し
た
こ
と
多
大
で
あ
る
。
向
耕
潟
も
蕃
殖
に
粂
用
す
る
。

{
象
者
種
類
と
利
川
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弱
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二
部
八
千
貰

管

費

成
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終

替
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現

金

支

川

恭

礎

資

本
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臨
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O
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一
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一
・
一
(
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三
九
・
五
五

六
0
・六しき品

E
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白

人

霊

臨

時

五

九

子

口

口

一
、
一
四
回
・
八
一
室

一
回
目
'
t
一口

一
耳
内
・
六
五

一
三
八
・
口
五

三
七
五
二
一
回

全
了
六
一
一
一

一、
Z
六
品
・
五
一

飼
料

八
九
・
八
ニ

一
一
品
・
昆
一
一

九
回
・
五
九

ニ
一
ニ
・
五
一
一

四
五
一
了
五
七

一一口一
-
t
一六

一
、
一
一
六
五
・
六
八

肥
料
費
の
支
出
は
寧
ろ
少
な
い
。
債
銀
貸
料
は
昭
和
二
年
度
及
三
年
度
に
於
て
著
じ
く
増
し
に
。
昭
和
一
万
年
度
は
不
作
の
錦
牧
穫

調
製
設
が
少
、
か
っ
た
に
針
し
昭
和
二
年
は
臨
時
備
、
同
三
年
は
定
傭
二
人
を
入
れ
た
故
で
あ
る
。
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生
活
は
質
素
で
あ
っ
て
酒
・
煙
草
・
外
食
の
費
川
が
少
な
い
。
生
活
費
全
体
と
し
て
三
年
聞
に
於
て
自
然
的
に
増
加
し
市
も
野
鶏

費
の
少
き
如
き
極
め
て
良
好
の
航
態
で
あ
る
。
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く
し
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。
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u
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宅号室円皮
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刃
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三

年
間
川

一
、
九
六
五
・
間
口
(
〕

旦
屯
五
・

0
0
0

邑
八
九
・
九
一
一
己

=
三
六
・
八
一
〔
)

一
ニ
、
(
)
五
品
・
八
回
口

一
、
ュ
内
五
・
六
八
(
)

人
口
一
・
占
九
(
)

一
一
、
口
六
品
・
回
指
(
〕

九
九
0
・一品目

~o

出

不

足

手1¥

官金

弟j

手11

大
正
十
五
年
(
昭
和
元
年
〉
は
稲
作
は
甚
不
良
で
あ
っ
た
、
僅
々
種
籾
を
牧
穫
し
枇
を
利
用
し
た
程
度
で
あ
る
。
然
し
前
年
生
産

物
の
残
等
を
貰
っ
た
牧
入
が
あ
っ
た
、
而
も
畑
作
其
他
の
牧
入
で
不
足
は
少
く
て
踏
ん
だ
。
昭
和
二
、
三
年
に
は
豊
か
な
牧
穫
ぞ
得
、

特
に
昭
和
三
年
に
は
弊
働
力
も
豊
富
じ
得
、
剰
飴
も
千
閲
一
辺
く
な
っ
て
居
る
。

向
ほ
本
農
家
に
就
て
は
其
後
北
栴
遁
農
舎
が
農
家
経
捷
調
査
に
入
れ
て
居
る
か
ら
其
成
鶴
i
!

計
数
方
法
が
整
っ
て
余
の
も
の
よ

91 

り
は
ょ
い
と
思
は
る
。
但
し
木
人
に
照
合
し
て
多
少
訂
正
も
加
へ
た

l
iぞ
掲
け
る
。
之
に
就
て
は
道
農
舎
技
師
小
森
健
治
君
の
厚

意
を
謝
す
。

二
例
の
農
家
経
済
制
盗
例
一
部
特
に
共
の
家
族
の
努
働
に
就
て

ゴL
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終
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提
例
一
部
特
に
共
の
家
旅
の
労
働
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却下h
草jfi

現
金

十
品
川
底

共
他

it. 
f也

計

現
物

方11
ヨ:

寂F

手車

市
産

ー一一号
u

1JlI 
工

明
州
間
四
山
・
七
臼
五
一
一
じ
・
九
一
ハ

f
a
 

九
九
内
・
一
口
九
ユ
、
口
口
じ
・
じ
U

1

凶
一
・
ん
A

九
九
・
八
口
一
口
・
口
Q

1

、
内
品
九
・
0
4

回
、
六
4
-
A
・
六
一
円
六
七
じ
・
一
且
九
州
・
六
五
心
じ
正
・
2

一
九
一
、
六
七
百
・
じ
白
日
目
、
U
A
U
-
U
F
O
-
、
円
J

二
・
中
一
ハ

f
i
-
-
九
・
九
U
A

zz 

川
河
川
一
r
晶
子
一
一
旦

f
A
一
二
凹

ヨ
a

九
口
三
・
一
日
一
九
一
一
、
同
九
己
・
口
口
三
三
口
・
0
口
叫
三
一
・
つ
一
〔
)

一ハ・九口

叩
叩
州
五
ピ
パ
・
去
五
一
凹
・
八
七
-
一
・
口
U

山
ハ
，
ハ
・
口
口
一
、
コ
ハ
一

-
N

ジ
£
I

一
氏
叫
・
口
口
ヌ
ゴ
一
口
・
口
口
一
八
・
じ
口

-
}
一
一
、
ル
六
五
・
岡
山
=
一
、
七
六
八
円
・
巳
九
五
六
U
・
一
口
五
同
-uA
口
六
会
二

-
U
Q

一
、
問
U
0
・
五
九
一
↑
、
九
一
九
・
九
口
回
、
一
一
九
0
・N
ん

一ハ・九回

'
I
l
l
-

六
口
一
一
・
じ
口
口
、
七
一
ハ
叫
・
一
一
一
日
一
一
一
一
山
内
・
-
五
五
一

}γ
一
一
口
~
一
八
一
・
叫
正
一
、
叫
ん
九
よ
ハ
じ
一
、
六
五
4
・九

u

t
一
、
一
同
A
・日じ

現
金
牧
入
と
‘
現
物
牧
入
と
比
較
す
る
と
、
後
者
か
著
し
く
大
で
あ
る
が
‘
之
は
其
年
度
の
牧
礎
物
ぞ
翌
年
度
に
百
出
す
も
の
が

多
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
其
年
度
限
り
の
計
算
そ
兆
一
戦
し
た
の
で
前
惑
の
分
の
計
算
と
兵
っ
て
居
る
。

此
経
管
は
其
人
並
以
上
の
勤
勉
努
力
に
よ
っ
て
年
に
よ
っ
て
は
宜
に
一
年
千
国
以
上
ぞ
刺
す
こ
と
か
出
来
‘
五
ナ
年
の
卒
均
は
年

約
六
百
回
診
剰
し
た
の
で
あ
る
。
水
旧
経
管
は
其
後
昭
和
六
年
及
七
年
の
二
回
の
凶
作
に
遭
ひ
、
牧
入
減
じ
た
が
、
乳
牛
経
営
に
於

て
之
ぞ
填
め
得
て
、
昭
和
六
年
に
も
不
足
を
山
し
て
居
な
い
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
平
均
し
て
一
年
に
、
持
働
日
数
約
千
日
生

活
費
平
均
約
千
百
凶
と
し
て
、
北
制
合
は
努
働
一
日
治
生
活
費
約
一
回
十
銭
で
あ
る
。
刺
蝕
金
平
均
六
百
闘
は
.
資
本
利
子
に
相
官

す
と
せ
ば
、
農
業
財
産
納
額
一
万
回
に
封
し
年
六
分
と
な
る
。
計
算
上
著
し
く
豊
か
と
は
云
へ
な
い
が
.
充
分
と
一
去
ふ
べ
き
で
あ
ら

7
0

持
働
関
係
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

同
九
回
・
口
4
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"綱手定主主臨同手

昭
和
二
年
努
働
日
数

時

人
【
巾
刀

肘
問
~
女

体

稲

作

一
一
八
二
一
口

九
己
・

0
四

一
〔
)
・
回
。

四
品
・
一
(
〕

一
九
・

0
四

-
7
ハ
品
・
苧
ハ

計

昭
和
三
年
努
働
日
数

畑

作
回
八
・
九
一
二

正
五
・
六
回

0
・
一
一
一

d
一・正一一

一
一
一
一
・
八
八

一
(
〕
了
八
九

州

作
=
一
一
一
・
三
五

回
一
・
九
五

回
=
一
・
八
五

回
占
・
四
{
〕

一・

0
0

六
Q

一日中日
47
五
五

家
斉
管
迎

一
一
一
ニ
一
且

六
・
回
。

一
一
・
生
ハ

旦
0
・
六
一

家
存
管
理

Z
回
・
日
立

回
・
九
{
〕

旦
・
六
口

六
・
一
一
。

六
・
。
。

一
七
・

0
0

六
回
・
四
五

手

俸
z一九・
t
一一品

一
八
・
一

O

手

億
五
戸
・
六
〔
〕

吉一-
E
口

一
一
一
・
品
。

一
六
・
五
口

九
了
回
。

耳目

γ
四
五

雑

中
h
u
唱
・

Z
耳

一
占
・
ニ
(
〕

四
九
・
回
O

E
ニ
・
一
(
)

主
主
h

・
日
玄

家

事

一
口
回
・

O
五

一
(
〕
九
・
六
八

ニ
九
・
=
z
h

一
四
五
・
。
九家

事
六
六
・
五
O

一
六
回
・
ハ
(
〕

ニ
回
・
穴
O

A
・
思
口

一
口
・
五
〔
)

一
晶
・
亘
口

一
一
・
草
口

一
〈
回
・
-
一
。

計

正一品一

-uヌ

ニ
穴
一
一
・
八
六

一
0
・五一一

且
口
・
回
三

六
一
品
・
ニ
一
品

晶
一
一
口
・
八
一
一

計

司自一
-
A
f晶

呈
四
一
一
・
穴
五

一
尖
ハ
・
一
五

ユ
ニ
九
・
凡
一
品

一
三
・
九
O

U
2
一・呈(〕

八・

Z
D

一
・
」
一
日
中
品
二
一
口

主
婦
は
家
事
に
多
く
働
く
が
、
稲
作
畑
作
に
も
主
人
に
劣
ら
宇
或
は
主
人
に
優
る
、
但
家
畜
管
理
.
他
家
手
倖
及
び
雑
は
少
い
。

弘主

人hrv 
男
(

A

)

(

B

)

 

傭

女
;
{
男

本

炉

』
A

女

稲

作
九
一
一
・
亘
口

一一0
・2
0

一
一
三
・
ロ
O

一
一
九
・
一
五

六
・
九
(
〕

ニ
一
・

2
0

六
・
。
。

回
〈
品
・
九
五

95 

昭
和
二
年
と
三
年
を
比
較
し
て
見
る
と
稲
作
及
音
産
に
於
て
倍
.
畑
作
及
他
家
手
俸
に
も
相
官
の
持
力
増
加
そ
見
て
居
る
。
家
事
は

時
計-

著
し
く
増
さ
ぬ
。
定
傭
人
ぞ
得
て
経
営
管
理
を
集
約
化
し
た
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

二
個
の
農
家
経
済
制
査
例
示
特
に
共
の
家
族
の
努
働
に
就
て

7L 
五



ニ
仰
の
民
家
終
済
制
査
例
示

特
に
共
の
家
族
の
労
働
に
就
て

96 

昭
和
四
年
及
五
年
の
農
業
働
日
数
は
究
の
如
く
で
あ
る
。

日目 Pf{ AH 

手11 和平日

六五四

家

族

僻

労

働

l
i
l
-
-
5
r
l
H
E
B
E
-
-
J
 

総

日

数

換

算

日

数

旦
九
百
一
・
六
一
-
一
五
一
・
六

正
一
品
一
・
四
=
一
一
品
・
九

一
宅
0
・

一

一

戸

一

一

ι
一=了晶

臨
時
傭
人

、，a
，BE
E
t
J
'
B
E
1
E
E
F

男

女

一

三

・

五

一

・

0

一

一

・

五

一

・

0

五
八
・

O

正
口
・
六

手

俸

入

、amg
『、/
t

‘.，J

男

女

ニ

〈

・

晶

一

五

・

z

四

ニ

・

晶

一

六

・

四

四

四

二

一

品

・

五

fu

」、
J
ノ
J

ノ
総
日
数
計

一
、
一
一
品
六
・
五

一
、
{
〕
占
0
・
A

九
三
五
・
一
一

其
後
は
幾
分
努
働
日
放
を
減
じ
た
如
く
で
あ
る
。
但
し
昭
和
六
年
は
稲
作
不
作
で
努
働
を
要
す
る
こ
と
少
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

二〉岡(附

定
傭
人

年年年

品
。
凶
・
一
一

六
回
占
・
八

回
O
回
・
八

nH 
7
6
5
4
3
2
1
 

)'1fl，fぴ久平え削IJ労働:o'Iえ

主人

芹青

ロ

~損

産量特i有償)

...五.
R月

-t 
月百



幽(附

Jl~和'0}斗，克司 ~'J分断ヨまえ

l え1高K 汁1--，

l出 ~I~II~山止国
官こf鳥iSJ

止孟.fltt、6，

~I.e.")"久 U

句
別
労
働
日
数
分
配
表
(
附
回
二
、
一
ニ
)
は
完
全
に
持
働
関
係
を
明
に
す
ゐ
も
の
で
は
な
い
。
主
人
に
属
す
る
家
帝
の
管
理
及
び
主

婦
に
届
す
る
炊
事
・
洗
濯
・
掃
除
の
持
働
の
日
常
作
業
と
稀
す
べ
き
も
の
は
完
全
じ
表
示
さ
れ
て
居
な
い
か
ら
之
に
加
は
る
も
の
で

あ
ら
う
。
表
示
さ
れ
た
る
家
事
作
業
な
る
も
の
は
、
主
人
及
主
姉
に
あ
り
で
は
、
持
働
と
し
て
の
意
味
少
き
こ
と
が
多
か
ら
う
。
斯

か
る
黙
な
考
慮
し
て
次
の
諸
貼
を
皐
け
得
る
で
あ
ら
う
。

岡
揚
努
働
は

ィ
、
主
人
及
定
価
人
に
於
て
年
中
品
川
H

く
分
配
さ
れ
て
居
る
。

91 

一
一
側
の
農
家
総
済
調
査
例
一
不
特
に
其
の
家
族
の
砂
働
に
就
て

九
七



二
仰
の
農
家
終
決
前
査
例
一
部
特
に
共
の
家
族
の
努
働
に
就
て

九
ノL

98 

口
、
主
蹄
は
特
に
繁
忙
な
る
夏
季
聞
に
於
て
之
を
行
ふ
。

(二)

ハ
、
臨
時
傭
人
は
尚
更
に
繁
忙
な
る
時
期
(
水
田
の
除
草
及
牧
穫
)
に
之
を
傭
入
れ
る
。

(
恐
く
景
気
よ
き
際
は
定
傭
人
を
入
れ
不
景
気
と
な
れ
ば
臨
時
怖
を
多
く
す
る
で
あ

定
傭
人
あ
れ
ば
臨
時
傭
人
は
少
く
す
る
。

註

ら
う
。
此
の
こ
と
に
閲
し
て
一
般
的
な
統
計
が
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
)

(四)(三)

他
家
よ
れ
ノ
手
俸
の
来
る
こ
と
、
他
家
に
手
俸
に
行
く
こ
と
は
相
常
に
行
は
れ
る
。

馬
の
使
川
日
数
は
冬
及
早
春
に
多
く
、
夏
季
に
少
い
。

〔
計
〕

波
叫
凶
行
川
一
氏
「
民
家
終
決
と
労
働
市
場
と
の
関
聯
か
中
心
と
す
る
若
干
の
資
料
」

内
務
部
政
務
拠
「
民
村
朕
況
的
宣
誓
」
第
一
制
及
第
二
腕
、
昭
和
七
年
七
月
及
九
月
に

L
っ
て
問
燃
下
の
農
業
的
交
努
働
従
事
者
数
ル

(
経
済
摩
論
集
コ
ア
八

間
利
八
年
八
月
)
は
成
'HN
豚

大

正
正

十
1
十

f
ふ
1

1
A
1
 

i¥. 

年
一
底

二、}晶一石人

也、一日一一

ニ、八品。

ニ、四六()

一、六一ニ一一

季
節
一
雇

革、九品八人

六、
z
完
口

一ユ、六九
O

ニ、
A
O
{〕

=、凡一宍

-E叶
出

羽

八八、=?八九人

一一八、抱一一回

一一一八、一革(〕

一四ニ、口回。

一四七、ユ八八

nt.l大日目Sz 
y-
--

"'1': 

六五阿

.-
F九泊J
 

.ドE
「
P
~公4
 l
 

P
~
 .-I
 
，ha J 

の
如
く
に
し
て
年
雇
は
季
節
一
括
に
季
節
泌
氏
口
仰
に
漸
次
縛
換
減
少
の
趨
勢
か
示
し
て
貯
ろ
o
而
し
て
こ
れ
は
段
村
不
況
の
現
代
れ
て
あ
る
と

思
料
ぜ
ら
れ
て
あ
る
が
、
更
に
之
ら
分
析
す
れ
ば
一
方
に
於
て
は
従
来
の
一
括
主
の
一
極
入
勢
働
節
約
、
他
方
に
於
て
口
被
仰
希
望
者
の
柑
加
が
考

へ
ら
れ
る
と
。



三
、
依

~，一、
再開

之
等
調
査
そ
並
べ
た
目
的
は
農
家
経
…
仰
が
其
労
作
と
消
費
に
重
き
を
置
く
と
し

τ.
北
(
家
族
別
に
考
へ
る
必
要
が
あ
ら
う
と
云
ふ

こ
と
を
暗
示
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
折
口
六
右
衛
門
氏
は
「
如
何
に
す
れ
ば
丈
化
生
活
が
鶏
し
得
ら
れ
ま
す
か
、
夫
れ
は
か
う
で
あ

い
る

γ
弘
か
り
い
づ
ゐ
を
せ
い
す

り
ま
す
O
i
-
-
:
・
勤
務
怒
と
家
計
簿
と
ぞ
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
昔
の
人
は
量
入
制
出
と
云
ふ
で
あ
る
が
、
之
れ
で
は
牧
入

い
づ
る
を

U
か
り
い
る
を
&
万

の
少
い
人
は
喰
は
れ
ぬ
、
故
に
私
は
量
出
噌
入
と
云
ふ
こ
と
に
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
・
・
:
:
年
末
じ
三
百
附
も
依
金
が
出
来
ゐ
と

、

、

、

か

、

ゐ

蒋
風
が
吹
い
て
、
家
内
中
が
陽
気
に
な
り
・
:
:
富
者
餅
つ
き
も
ち
ゃ
っ
か
な
い
:
:
・
:
一
方
は
嬬
が
今
日
は
朝
か
ら
何
度
借
金
取
が
来

わ

に

し

、

、

た
ぞ
妾
は
断
る
に
同
っ
た
今
迄
何
所
に
ゐ
ん
な
さ
っ
た
と
怒
鳴
る
、
何
貴
様
が
家
持
の
悪
い
鵡
だ
と
建
に
も
ち
ゃ
つ
い
て
餅
は
鳴
か

な
い
。
:
:
:
:
其
分
岐
酷
は
全
く
帳
簿
の
整
理
を
な
す
な
さ
ぬ
に
あ
る
R

)

(
農
事
小
組
合
前
到
の
掛
川
際

附
利
同
年
一
八
一

一
ぺ
二
)

と

五
ふ
て
居
る
の
は
面
白
い
と
岡
山
ふ
。

近
藤
康
男
氏
(
農
業
経
情
論
昭
和
七
年
三
月
)

は
、
面
白
い
問
題
ぞ
提
供
し
た
。
小
農
の
家
族
的
組
織
は
一
方
に
於
て
美
風
と
考

へ
ら
れ
、
枇
舎
の
安
寧
秩
序
と
富
国
強
兵
の
も
と
L
考
へ
ら
れ
る
。
古
人
は
修
身
費
家
治
間
半
天
下
の
順
序
そ
考
へ
た
。
然
し
現
代

人
は
之
を
以
て
家
長
の
司
配
搾
取
的
強
制
と
見
ゐ
。

9.') 

「
殊
日
女
子
は
農
業
持
働
の
外
に
炊
事
や
育
児
の
任
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
過
M
W
1
1
こ
れ
こ
そ
百
の
踊
の
伏
す
と
こ
ろ
で
あ
る

ニ
倒
の
農
家
経
済
調
査
例
一
不
特
に
共
の
家
族
の
労
働
に
就
て

7L 
ブL



二
倒
の
民
家
紋
済
調
査
例
一
万
特
に
共
の
家
族
の
努
働
に
就
て

一
0
0

100 

の、ヲ
A
V
i』

農
人
は
戻
る
し

国
子
汁
ア
煮
え
?

杓
子
は
見
え
す

赤
子
は
泣
く
し

ゃ
れ
尻
扱
い
や

如
何
な
る
労
働
運
動
家
の
熱
器
も
、
大
型
教
授
の
著
述
も
我
閥
農
業
努
働
事
情
に
閲
し
て
は
此
数
伺
に
優
る
表
現
を
見
出
す
こ
と

は
悶
難
で
あ
ら
、
フ
。

養
誌
が
五
日
固
に
於
て
有
利
と
せ
ら
る
L
理
由
の
根
本
的
な
る
も
の
は
そ
の
生
産
上
の
性
質
に
基
い
て
婦
女
子
及
び
少
年
少
女
の
桂

え
得
る
帥
労
働
で
あ
る
と
云
ふ
貼
に
あ
る
ο
j
i
-
-
い
や
そ
れ

E
こ
ろ
で
は
な
い
、
農
民
経
清
史
最
後
の
卒
は
「
浸
落
し
た
小
農
に
あ
っ

て
は
:
:
:
:
賃
労
働
が
男
子
の
主
業
と
な
り
、
農
業
経
営
は
婦
人
や
老
人
や
小
児
の
屑
に
斡
嫁
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
」

(
近
藤

八
四
|
一
八
六
〉

欧
米
に
於
て
も
『
婦
人
が
な
く
て
は
叶
は
な
い
。
其
時
は
誰
を
し
て
牛
乳
搾
り
、
豚
伺
養
・
料
理
・
掃
除
・
洗
濯
・
子
供
の
肘
話

を
さ
せ
る
か
:
:
:
:
結
婚
さ
へ
家
内
に
婦
人
が
居
な
い
と
の
特
殊
な
経
漕
的
打
算
に
依
っ
て
導
か
れ
る
程
で
あ
る
o
』
(
近
藤

一
一
九
!

一
二

O
)

濁
逸
の
例
を
上
述
、
E

ユ
ン
チ
グ
ル
が
諭
す
る
と
こ
ろ
を
き
く
。



農
民
の
結
婚
生
活
位
生
活
と
経
漕
と
の
共
同
が
出
来
上
っ
た
も
の
は
な
い
。
其
結
婚
の
失
敗
は
子
供
が
な
い
か
も
し
く
は
少
い
と

す
れ
ば
離
婚
再
婚
に
よ
っ
て
や
り
な
ほ
す
外
は
な
い
。
其
分
業
は
長
い
間
か
ら
の
脅
世
と
し
て
、
見
は
外
部
に
、
女
は
内
部
(
住
宅

納
屋
及
既
合
内
)
に
働
く
こ
と
に
な
っ
て
居
る
o

即
ち
栽
培
牧
穫
の
作
業
に
は
特
に
緊
急
の
際
で
な
く
ば
女
は
出
な
い
。
特
に
女
に

怯
椛
分
娩
育
児
の
任
務
が
あ
れ
ば
さ
う
で
あ
る
。
力
役
ぞ
避
け
て
詰
意
uq
要
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
。

経
管
の
問
題
に
は
女
は
携
は
ら
ぬ
が
普
通
で
あ
る
が
‘
な
か
財
布
沿
持
っ
て
山
厳
重
或
は
其
以
上
に
し
ま
る
こ
と
も
あ
る
。

他
面
農
婦
は
過
大
に
負
携
さ
せ
ら
れ
る
ο
之
に
就
て
或
人
々
は
農
婦
讃
美
の
あ
ま
り
男
な
け
な
す
。
然
し
女
子
が
懐
妊
分
娩
育
児

し
、
家
族
の
食
衣
住
に
注
意
し
厩
合
ぞ
管
理
し
.
暇
あ
ら
ば
畑
に
出
る
こ
と
は
其
任
務
で
あ
る
。
唯
あ
ま
り
多
事
な
る
鵡
其
一
字
も

完
成
出
来
ぬ
こ
と
も
あ
ら
う
。
特
に
子
供
が
多
け
れ
ば
さ
う
で
な
る
。

穀
作
経
管
は
畑
に
出
る
こ
と
は
少
い
が
工
謹
作
物
、
中
耕
作
物
(
民

Z
E，
zn}忌
)
果
封
葡
萄
栽
培
を
含
む
揚
A
口女

ω持
働
を
多
く

要
す
る
こ
と
L
な
る
c

一
方
斯
か
る
努
苦
ぞ
い
と
ひ
農
家
の
娘
蓮
が
都
曾
の
弊
働
肴
・
月
給
取
・
小
商
工
者
に
結
婚
し
た
が
る
こ
と

に
な
る
。

何
故
に
農
村
女
子
は
岡
揚
日
労
働
を
欲
せ
ぬ
か
。

J

此
問
題
に
関
す
る
南
濁
逸
に
於
り
る
異
賓
の
践
を
聞
か
う
。
郡
舎
が
青
年
子

女
を
誘
ふ
こ
と
は
特
に
青
年
時
代
か
ら
で
あ
ら
う
。
質
際
都
舎
が
さ
う
よ
い
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
然
し
今
時
の
青
年
に
削
単
純
に

、
、
、
、
、
、

奉
仕
と
云
ふ
枝
な
こ
と
は
望
め
な
い
。
唯
都
合
子
女
の
清
潔
・
美
乃
至
は
み
せ
び
ら
か
し
に
す
っ
か
り
打
ま
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
過
度
の
労
働
は
労
働
の
愉
悦
を
す
ら
奪
っ
て
し
ま
ふ
。
そ
こ
で
‘
二
つ
の
貼
を
考
へ
で
も
ら
ひ
た
い
。
女
子
に
針
す
る
無
作
法
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(自のぬの]]戸え.己

mfz)
は
生
意
話
盛
り
(
同
庁
ぬ
の

t
p
F
E
)
に
で
も
止
め
て
も
ら
ひ
た
J

い
と
、
・
次
に
搾
乳
は
女
子
の
職
分
と
な
っ
て
居

二
仰
の
民
家
経
済
制
査
例
一
不
特
に
共
の
家
族
の
疹
働
に
就
て

O 



二
例
の
農
家
終
済
制
査
例
示
特
に
共
の
家
族
の
勢
働
に
就
て

O 
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る
が
僻
貯
木
内
の
甚
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
之
を
止
め
て
も
ら
ひ
た
い
。
而
も
異
質
の
努
作
が
失
は
れ
た
ら
大
盤
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

次
に
米
国
の
例
。
佐
幕
け
る
。

出
家
婦
人
の
屋
外
の
持
働
は
二
三
代
の
内
に
著
し
く
減
じ
た
。

一
八
七
一
年
農
務
省
護
表
に
よ
る
と
，
新
英
州
で
は
婦
人
の
毘
外

持
働
は
栂
少
く
特
に
米
園
生
れ
の
姉
人
に
少
く
‘
加
奈
大
人
・
愛
蘭
生
れ
の
婦
人
が
働
き
に
出
る
の
み
で
あ
る
。
然
し
外
岡
生
れ
の
人

の
多
い
地
方
で
は
婦
人
の
屋
外
持
働
者
は
か
な
り
行
は
れ
て
居
る
。
マ
リ
ラ
ン
ド
の
諸
郡
で
は
特
に
濁
逸
生
れ
の
姉
人
が
働
き
見
と

同
椋
か
普
通
は
其
の
三
分
の
こ
の
賃
銀
ぞ
得
る
。
姉
人
の
能
力
は
男
子
に
劣
つ
て
は
居
な
い
。
黒
人
の
婦
人
も
殆
ど
見
予
同
様
に
働

く
。
然
し
現
布
は
其
は
奴
隷
制
の
造
物
で
あ
っ
て
レ
デ
ー
に
は
遁
せ
ぬ
も
の
と
考
へ
る
様
に
な
っ
た
。
以
前
の
四
分
の
一
し
か
毘
外

で
働
く
こ
と
は
な
い
。
移
民
も
亦
特
に
移
住
後
の
数
年
聞
は
婦
人
屋
外
努
働
ぞ
す
る
が
や
が
て
米
開
化
し
て
之
を
行
は
な
く
な
る
。

北
方
諸
州
で
姉
人
の
働
く
の
は
時
々
の
必
要
と
か
便
宜
の
局
で
あ
り
、
読
菜
・
果
樹
仏
軍
の
閑
輩
、
ホ
ッ
プ
牧
穫
等
に
働
く
。
現
時
(

大
戦
前
)
農
業
努
働
者
の
七
人
小
一
人
が
姉
人
の
制
合
で
あ
る
。
而
も
働
き
は
家
事
に
限
ら
れ
‘
家
事
中
で
も
食
衣
の
調
製
及
給
仕

に
限
ら
る
L
に
王
っ
た
。
姉
人
の
搾
乱
す
る
も
の
少
く
唯
家
禽
・
笠
峰
の
特
開
、
菜
同
か
ら
の
牧
穫
、
調
理
及
家
内
整
明
に
従
事
す

る
の
み
で
あ
る
0

・
:
:
家
事
す
ら
あ
ま
り
鎗
敬
せ
ら
れ
4
T
i
-
-
:
グ

ν
ン
ジ
(
農
民
倶
'
架
部
)
姉
人
倶
楽
部
・

7

ツ
カ
ア
ピ
|
・
基
符

我
山
川
人
橋
風
合
・
敬
A
W
H

等
に
出
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。

ハ
ポ
イ
か
農
業
経
済
単
一
九
一
二
年
版

一
O
一
t

一
O
三
)

上
版
敬
授
の
紹
介
せ
ら
れ
た
も
の
会

z
z
g
γ
F
]吋
4

・
5
E
)
に
よ
る
と
農
家
婦
人
の
、
家
帝
の
倒
養
管
理
を
な
す
も
の
四
分
一

4
T
e
v
l
二
ユ
ク

搾
乱
守
子
侍
ふ
も
の
三
分
一
、
読
菜
花
升
同
基
の
予
防
怖
を
な
す
も
の
二
五
%
、
岡
揚
作
業
を
手
傍
ふ
も
の
二
四
M
P
、
開
札
を
な
す
も
の

五
O
M
P
の
如
く
良
市
中
の
手
俸
を
な
す
と
云
ふ
が
.
家
事
川
の
動
力
二
二
%
、
水
道
三
二
%
‘
洗
濯
機
五
七
%
、
掃
除
機
四
七
%
、
裁
縫
機



九
五
M
N
等
普
及
家
事
の
能
率
は
大
に
上
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
か
な
り
忙
し
い
の
で
も
っ
と
梨
に
し
た
方
が
よ
い
と
云
は
れ
る
o

次
に
非
文
明
的
な
も
の
と
考
へ
ら
る
L
支
那
を
見
ゃ
う
o

一
個
の
謎
を
提
出
す
る
も
の
は
支
部
に
於
け
る
婦
人
の
地
位
で
あ
る
。

支
那
に
て
は
婦
人
が
昆
外
で
努
働
す
る
事
は
殆
ど
な
い
。
此
黙
は
寧
ろ
欧
米
と
似
て
居
る
。
支
部
人
が
姉
人
を
傘
重
す
る
こ
と
欧
米

の
そ
れ
の
如
く
で
あ
る
か
、
或
は
傘
重
が
経
摂
的
原
因
!
!
婦
人
が
財
貨
で
購
は
る
L
妻
で
あ
り
掠
奪
さ
れ
る
危
険
が
あ
る

よ
る
か
、
後
の
原
因
が
重
き
を
な
す
と
す
れ
ば
女
子
は
大
切
に
さ
れ
き
う
な
も
の
古
の
に
、
女
子
が
生
れ
る
と
殺
す
習
慣
(
溺
女
)

ハ
有
馬
成
市
。
支
那
女
性
の
欠
之
と
祉
命
日
問
題

京
市
川
第
谷
5
第
日
放
昭
和
七
年
十
一
月
)
が
あ
る
と
云
ふ
如
き
は
疑
は
し
い
。
ま
さ
か
稀

少
牲
に
よ
っ
て
債
値
そ
作
る
の
で
あ
る
ま
い
。
文
明
か
準
ま
ぬ
故
稀
少
に
な
り
や
す
く
従
て
償
位
が
出
る
と
云
ふ
の
な
ら
解
し
得
る

が
。
加
ふ
る
に
多
妻
の
風
習
が
あ
る
の
で
あ
る
。

一
方
此
の
如
き
は
羽
白
慌
的
で
あ
ら
う
。
奥
田
喜
氏
等
(
古
昼
間
民
事
報
三
二
|
三
一
二
昭
和
七
年
)
が
窒
簡
に
於
け
る
漢
民
族
に
就
て
農

業
務
働
、
即
ち
農
業
従
業
者
に
闘
し
亡
弦
に
些
一
か
興
味
あ
る
問
題
と
さ
れ
る
の
は
こ
れ
ら
従
業
者
の
性
別
封
照
で
あ
る
。
支
那
移
民

に
あ
り
て
は
農
耕
は
す
べ
て
男
子
が
従
事
し
、
女
子
は
家
屋
内
に
あ
っ
て
家
事
を
司
り
、
関
あ
る
と
き
に
野
外
に
出
て
子
俸
を
す
る

位
の
も
の
で
、
こ
れ
は
昔
時
よ
り
支
那
民
族
の
習
慣
と
し
て
女
子
は
門
外
に
出
づ
る
こ
と
樋
め
て
少
な
か
っ
た
に
起
因
し
て
居
る
。

克
も
同
じ
支
部
移
民
中
で
も
康
東
省
内
よ
り
移
住
し
来
つ
に
も
の
は
今
日
に
於
て
も
康
一
求
人
部
落
じ
於
て
よ
く
見
受
け
る
様
じ
、
女

子
で
農
業
労
働
に
従
事
す
る
も
の
も
多
数
に
あ
っ
た
、

一
方
原
住
者
た
る
蕃
人
に
あ
っ
て
は
之
と
反
封
に
農
耕
従
事
者
は
殆
h

乙
女
子

が
之
ぞ
占
め
て
居
る
。
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之
に
反
し
て
都
市
に
於
て
は
如
何
で
あ
る
か

二
個
の
位
一
本
経
済
調
査
例
示
特
に
共
の
家
族
の
勢
働
に
就
て

O 



ニ
仰
の
伐
家
終
決
調
査
例
一
不
特
に
共
の
家
族
の
努
働
に
就
て

一O
阿
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-u

桁
屋
・
洗
濯
長
等
冶
・
一
仰
す
る
都
市
は
一
般
に
家
内
経
椀
を
幾
分
不
要
な
ら
し
め
る
。

j
i
-
-
小
人
工
業
は
無
産
婦
人
そ
齢
議
な
く
工
業

労
働
に
つ
か
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族
を
破
壊
す
る
。
・
・
2

又
一
方
に
は
婦
人
を
盤
じ
て
物
と
な
し
締
麗
に
着
飾
っ
て
は
居
る
が

に
織
弱
非
常
な
人
形
に
.
一
小
山
梨
の
遁
具
に
な
す
の
で
あ
る
。
:
:
:
・
」
・
(
近
藤

ワ
エ
ル
ズ
(
出
-
C
・
3
1巾
]
日
抗
日
目
ち
J

ぺ2
r

w

J

J
♂
ロ
]
己
ご
ロ
乞
民
間
弓
同
}
円

HHgc内
M
m
g
E
Z
W
E
ω
凶
・
)
は
工
業
界
へ
の
姉
人
持
働
の

一二
O
X
)

準
出
を
以
て
践
に
蹴
洲
大
戦
の
産
物
な
ら
歩
と
し
、
何
時
の
時
代
に
色
賃
銀
を
得
る
潟
の
姉
人
持
働
に
反
針
が
あ
っ
た
と
す
る
。
北
パ

一
方
は
善
い
心
怖
か
ら
で
婦
人
の
優
美
を
害
す
る
故
と
し
、
他
は
悪
し
き
心
情
か
ら
即
ち
婦
人
は
家
庭
に
隷
凪

に
劃
す
る
反
針
は
、

す
、
べ
き
で
他
に
出
，
つ
べ
き
で
な
い
と
す
る
に
蹄
す
る
。
宜
際
は
家
庭
に
於
て
も
枇
A
W
H

に
於
て
も
ひ
ど
く
持
働
し
て
居
る
姉
人
が
あ
り

一
方
教
育
そ
受
付
高
等
な
仕
事
じ
従
事
せ
る
も
あ
る
。

然
し
姉
人
弁
働
は
本
質
的
で
な
く
嫁
入
前
の
小
遣
取
と
云
ふ
た
様
な
一
時
的
な
性
質
ぞ
帯
び
る
。
其
反
面
に
賃
銀
が
廉
記
と
云
ふ

特
徴
も
あ
る
。
此
の
結
果
は
男
子
の
或
穂
の
仕
事
を
奪
ふ
こ
と
に
な
る
。
之
が
男
子
の
失
業
の
原
因
古
と
色
云
は
れ
る
が
反
読
は
あ

る
。
返
っ
て
男
子
が
成
積
職
業
に
於
て
姉
人
を
拒
否
す
る
官
け
婦
人
は
新
職
業
を
見
出
す
、
た
ら
う
。
斯
く
し
て
賃
銀
卒
の
非
一
は
不
通

常
と
な
り
男
子
は
婦
人
と
同
一
本
支
捕
ぞ
要
求
し
、
不
熟
練
若
年
M
M
働
を
拒
否
し
.
婦
人
の
熟
練
持
働
、

一
生
の
努
働
ぞ
作
り
出
す

‘
た
ら
・
フ
(
一
九
一
二
列
)
と
云
ふ
て
居
る
。

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
・
え
ヅ
・
コ
ユ
サ
ム
シ
ヨ
'
ド
ノ
ヌ
手
ヴ
ム
ゾ
・
ェ
コ
ノ

E

l

フ
ェ
‘
、
-
一
ズ
ム

森
本
先
生
は
、
消
費
総
湾
民
午
、
家
庭
経
済
皐
及
婦
人
命
章
一
や
我
等
に
数
へ
ら
れ
わ
h
o
そ
れ
の
民
家
印
税
務
へ
の
肱
川
と
し
て

(
情
干
に
資
料
と
し
て
で
も
)
此
一
一
樹
か
献
ぐ
る
こ
と
の
出
来
る
の
は
光
祭
て
あ
る
o

ハ
一
九
三
三
・
一
二
〉

l
|


